この 小説 「大 菩薩 峠」 全篇の 主意と する 処は、 人間界 

きょくじん だいじょう ゆげ 

の 諸相 を曲尽 して、 大乗 遊戯の 境に 参入す る カルマ 

まんだら だ い ぼんげ 

曼陀羅の 面影 を 大凡 下の 筆に うつし 見ん とする にあり。 

^ J の 着想 前古に 無き もの なれば、 そ の 画面 絶後 の 輪郭 

いっせん 

を 要する こと 是非 無 かるべきな リ。 読者、 一 染の好 憎 

に 執し 給う こと 勿れ。 至嘱。 



られ てあります。 

しゅく 

江戸 を 出て、 武州八 王子の 宿 から 小 仏、 笹 子の 険を 

越えて 甲府へ 出る、 それが いわゆる 甲 州 街道で、 一方 

お、， わ. 少 おうめ 

に 新 宿の 追分 を 右に とって 往 くこと 十三 里、 武州 青梅 

、 さわ 

の 宿へ 出て、 それから 山の 中 を 甲斐の 石 和へ 出る、 こ 

れが いわゆる 甲 州 裏 街道 ( 一 名 は 青梅 街道) であり ま 

青梅から 十六 里、 その 甲 州 裏 街道 第一 の 難所た る大 

やまと たけるの みこと 

菩薩 峠 は、 記録に よれば、 古代に 日本 武尊、 中世に 

ゆうせき くだ え び ぞ う 

日蓮 上人の 遊 跡が あり、 降って 慶応の 頃、 海老 蔵、 

小団 次な どの 役者が 甲府へ 乗り込む 時、 本街道の 郡 内 



おそ 

あたり は 人気が 悪く、 ゆすられる こと を 怖れて ヮザヮ 

ザ この 峠へ 廻った という ことです。 人気の 険悪 は 山道 

のぼ わずら 

の 険悪より なお 悪い と 見える。 それで 人の 上り 煩う 

所 は 春 もまた 上り 煩う と 見え、 峠の 上 はい ま 新緑の 中 

に 桜の 花が 真盛りです。 

うえの はら ぬすっと 

「上野 原へ、 盗人が 入りました そうでが す」 

「へ ェ、 上野 原へ 盗人が …… 」 

「それが はや、 お 陣屋へ 入った というで がすから 驚く 

で 力す」 

「驚いた な あ、 お 陣屋へ 盗賊が …… どうして まあ、 こ 

の ごろの ように 盗賊が 流行る ， J と やら 」 



けず、 この 険しい 道 を、 素足に 下駄 穿き でサッ サッと 

登りつ めて、 いま 頂上の 見晴らしの よいと ころへ 来て、 

あみがさ かた 

深い 編 笠 を かたげて、 甲 州 路の方 を 見廻しました。 

ま ！ij おもて や 

歳 は 三十の 前後、 細面で 色 は 白く、 身 は 痩せて いる 

が 骨格 は 冴えて います。 この 若い 武士が 峠の 上に 立つ 

あおあらし くず 

と、 ゴ ー ッと、 青嵐が 崩れる。 谷から 峰へ 吹き上げる 

うら 葉が、 海の 浪 がしら を 見る ように さわ 立つ。 そこ 

へ 何 か 知らん、 寄せ 来る 波で 岸へ 打ち上げられ たよう 

に 飛び出して 来た 小 動物が あります。 

妙 見の 社の 上に かぶ さった 栗の 大木の 上に かたまつ 

て、 武士の 方 を 見つめて は 時々 白い 歯を剝 いて キヤ ッ 



キヤ ッと啼 く。 その 数、 十 匹 ほど、 ここの 名物の 猿で 

あります。 

柳 沢 峠が 開けてから 後の 大 菩薩 峠と いう もの は、 全 

く 廃 道 同様にな つてし まいました けれど、 今日で も 通 

れば 通れない こと はない のです。 そこ を 通って 猿に 出 

くわす こと は 珍ら しい ことで はない が、 それ を 珍ら し 

L た すら 

がって 悪戯で もし かけよう ものなら、 かえって 飛んだ 

よわみ じょうず 

仕返し を 食う ことがあります。 人の 弱味 を 見る に 上手 

きょうはく かな 

な この 群集 動物 は、 相手 を 見くびる と 脅迫す る、 敵わ 

みかた 

ない 時 は 味方 を 呼ぶ、 味方 はこの 山々 谷々 から 呼応し 

て 来る のです から、 初めて 通る 人 は 全くお どかされて 



しまいます。 が、 旅に 慣れた 人 は、 その 虚勢 を 知って 

おのず か 

自 ら それに 処す るの 道が あるので あります。 

ひとめ にら 

右の 武士 は、 慣れた 人と 見えて、 一目 猿 を 睨みつ け 

ると、 猿 は 怖れ をな して、 なお 高い 所から、 しきりに 

ぎせい 

擬勢 を 示す の を、 取合わず 峠の 前後 を 見廻して 人 待ち 

顔です。 

さりと て 容易に 人の 来るべき 路 ではない のに、 誰 を 

こはんと き 

待つ のであろう、 こうして 小 半時 もた つと、 木の葉の 

繁みを 洩れて、 かすかに 人の 声が します。 その 声 を 聞 

きつける と、 武士 はズ カズ 力と 萩原 街道の 方へ 進んで、 

ようちよ. つ 

松の木 立から 身 を 斜めにして 見お ろす と、 羊腸た る 



坂路 のうね り を 今し も 登って 来る 人影 は、 たしかに 巡 

礼の 二人 づれ であります。 

「お爺さん —— 」 

としょり 

よく 澄んだ 子供の 声が します。 見れば 一 人 は 年寄で 

半 町 ほど 先に、 それと 後れて 十二 三ぐ らいの 女の子 I 

I 今 「お爺さん」 と 呼んだ の は、 この 女の子の 声で あ 

りました。 

右の 二人 づれの 巡礼の 姿 を 認める と、 何と 思うて か 

武士 は、 つと 妙 見 堂のう しろに 身 を かくします。 木の 

上で は 従前の 猿が 眼 を 円く する。 

「やれやれ 頂上へ 着いた わい、 おお、 ここにお 堂が ご 



「あれ —— 」 

ふくべ すか なきがら 

瓢を 投げ出して 鎚 りついた の は 老人の 亡骸でした。 

「お爺さん、 誰に 殺された の I 」 

亡骸 を かき 抱いて 泣きく ずれます。 

ちんじ たかみ けんぶ つ 

ここに この 不慮の 椿事 を 平気で 高見の 見物 をして い 

たもの があります。 さいぜんの 武士の 一 挙 一 動から、 

老人の 切ら れ て 少女 の 泣き叫ぶ 有様 を 目 も 放さず なが 

めて いたの は、 かの 栗の 木の 上の 猿です。 

猿 ども は、 今や 木の 上から ゾロゾ 口と 下りて 来 まし 

た。 老少 二人の 伏し倒れた 周囲 を 遠くから とりまいて、 

やつ 

だんだんに 近寄る と、 小さな 奴が いきなり 飛び出して、 



「お頼み 申します」 

勝負が 終えて 気がついた 門弟 連が、 こちらから 

無遠慮に 首 を 突き出して 見る と、 お供の 男 を 一人 つれ 

よそお 

て、 見事に 装うた 若い 婦人の 影が 植 込の 間から ちら 

りと 見えました。 

「拙者が 応対して 参ろう」 

おも- P 

いま 立 合 をして 負けた 方の が、 道場から 母屋へ つづ 

けいこぎ はかま 

いた 廊下 をス タス タと 稽古着に 袴 のままで 出て ゆく 

と、 

おなご おくめん 

「安藤さん、 若い 女子のお 客と 見たら 臆面な しに 応対 

にお 出かけな すった」 



皆々 笑つ ている と、 

「ド— レ」 

やさ 

安藤の 太い 声。 ややあって 女の 優しい声で、 

うっき ぶんの じょ う 

「あの、 手前 は 和 田の 宇津木 文 之丞が 妹に ござります 

る、 竜 之 助 様に お 目通り を 願いとう 存じまして」 

「ハハ 左様で ござる か」 

姿 は 見えない けれども、 安藤が しゃち ほこば つた 様 

子が 手に 取る ようです。 

「その 若 先生 はな」 

いよいよ 安藤 は 四角ば つて、 

「ただい ま 御 不在で) J ざるが 」 



「竜 之 助 様 はお 留守 …… 」 

女 は ハタと 当惑した らしく、 

「左様ならば、 い つ ごろお 帰りで ございま しょうか」 

「されば さ、 うちの 若 先生の ことで ござる から、 いつ 

うけあ 

帰る とお 請 合い も 致し 兼ぬ るで …… 」 

「遅くとも 今宵 はお 帰りで) J ざいましょう」 

「それが その、 今 申す 通り、 いつ 帰る とお 請 合い を 致 

し 兼ぬ るが、 次第によ りて は 拙者 ども 御用 向 を 承リ置 

きまして」 

安藤と 来客の 若い 婦人との 問答 を 道場 の 連中 は 面白 

が つ て 洩れ 聞いて おり ましたが、 



「人が なんと 申しましょう とも、 兄 は あなた 様の 

たちさき はむか 

太刀先に 刃 向う 腕 はない と、 このように 申し 切って お 

ります る」 

ごけん そん 

「それ は 御 謙遜で ござろう」 

きぼ リ 

竜 之 助 は 木彫の 像 を 置いた ように キ チンと 坐 つ て、 

面の 筋 一 つ 動かさず、 色 は 例の 通リ 蒼白い くらいで、 

ひとこと 

一 言 もの を 言つ て は 直ぐに 唇 を 固く 結んで しまいます _ 

や つき べに 

女 はよう やく 躍起と なる ような 調子で、 頰 にも 紅が さ 

し、 眼 も 少し かがやいて きたが、 

「もしも このたびの 試合に 恥辱 を 取り ますれば、 兄の 

身 はもと より、 宇津木 一家の 破滅で ござり まする。 こ 



手に 割当てられ、 勝ちたい にも その 望み はなく、 逃げ 

まして はなお 以て 面目 立ち ませぬ。 ただ 願う ところ は 

あなた 様のお 慈悲、 武士の 情けに て 勝負 をお 預かり 置 

しよ-つじよ ラ 

き 下さらば 生 々 の 御 恩に 存じます る。 兄の ため、 宇 

さしで 

津木 一家の ために、 差 出が ましく も 折 入っての お願い 

で) j ざり まする」 

この 女の 言う ことが まことな らば、 いじらし いとこ 

ろが あります。 兄の ため、 家の ため を 思うて、 女の 一 

こころね 

心で これまで 説きに 来た ものと あれば、 その 心根に 対 

しても、 武士道の 情けと やらで、 花 を 持た して 帰す ベ 

き はずの 竜 之 助の 立場でありましょう。 ところが、 



の 敵と 心得て 立 合う、 それが この 竜 之 助の 武道の 覚悟 

で，、 I- j ざる」 

竜 之 助 はこうい う 一 t な こと を 平気で 言つ ての ける 

これ は 今日に 限った ことで はない、 常々 この 覚悟で 稽 

古 もし 試合 もして いるので すから、 竜 之 助に とって は 

あたりまえの 言葉 を あたりまえ に 言 い 出した に 過ぎな 

いが、 女 は 戦慄す る ほどに 怖れた ので、 

「それ は あまりお 強い、 人 情知らずと 申す もの …… 」 

涙 をた たえた 怨みの 眼に、 じっとお 浜 は 竜 之 助の 

おもて 

面 を 見やります。 

竜 之 助の 細くて 底に 白い 光の ある 眼に ぶっかった 時 



さ さ や ふ る 

耳に 口をつけて 何 を か 囁く と、 与 八 は え 上って 

返事が できない。 

「いやか」 

「だって 若 先生」 

「いやか I— 」 

竜 之 助から 圧迫され て、 

「だって 若 先生」 

与 八 は 歯の根が 合わない。 

「俺 をお 斬りな さる 気 かえ」 

「いやか I— 」 

「行きます」 



ごしょう 

ぞは 念仏 を してお 爺 さ ん の 後生 を 願 つてお れば よいの 

だ」 

「でもお じさん、 あんまり 口惜しい もの」 

あ-や 

また 横 を 向いて、 溢る る 涙 を 払います。 

さわ 

「 口惜し い 口惜しい がお 爺さんの 後生の 障りに なると 

いけない。 あ、 それ はそうと、 お前 を 今日はお 江戸へ 

つれて 行く はずで あつたが、 私 は 少し 怪我 をして な」 

「エツ、 怪我 を！」 

「ナ 二、 大した 事 じ やねえ、 昨夜 それ、 薪 を 運ぶ とつ 

て 転んで 腰 を 木の 根に ぶつつ けたの だよ、 二日 もした 

ら癒 るだろう、 江戸 行き はもう 少し 延ば してお くれ」 



「ちと 改ま つ て そなたに 申し 置く ことがある ぞ」 

「それ は 何で) ，- ざり ましょう」 

かどで つ か 

「今日の 門出に、 これ を そなたに 遣わします」 

机の 上なる まだ 墨の 香の 新しい 一封の 書状、 お浜 は 

不審 顔に 手に 取って 見ます と、 意外に もこれ は 離縁状、 

みくだりはん 

俗にい う 三行半で ありまし たから、 

「これ は 私に 下さる 離縁状、 どうして まあ」 

あっけ おもて 

呆気に 取られて 夫の 面 をみ つめてい ましたが、 開 

き 直つ て、 

た わむ とが さリ じょう 

「お戯れ も 過ぎましょう。 何の 咎で 私が 去 状いた だ 

さます る I 



はず うけあ 

当る と 保証 も 致さぬ 代り、 きっと 外れる と 請 合い も 致 

け めん 

さぬ。 愚 老は卦 面に 現われた ところに よりて、 聖人の 

道 を 人間に お伝え 申す のが 務め、 当る と 当らぬ と は 愚 

とが 

老の咎 では ござらぬ でな …… 」 

しさい こころ 

仔細ら しく 筮竹を 捧げて、 じっと 精神 を 鎮める こな 

しょろ しくあって、 老人 は 筮竹を 二つに 分けて 一本 を 

左の 小指に、 数えて は 算木 を ほどよく あしらって、 首 

を 傾ける， ，- としば らく、 

け めん ふうてんし ようちく 

「さて 卦 面に 現われた る は、 かくの 通り 『風 天 小畜』 

と ござる、 卦 辞に は 『密雲 雨 ふらず 我れ 西郊より す』 

さまた 

と ある、 これ は 陽気な お 盛ん なれ ども、 小 陰に 妨げら 



れて 雨と な つ て 地に 下る の 功未 だ 成らざる の 象 じ や」 

はく ぜん 

老人 は 白髯を 左右に 振 分けて 易の 講釈 を つづけます。 

力た 

「され ども、 西郊と 申して 陰の 方より、 陰 雲 盛んに 起 

るの 形 あれば、 やがて 雨と なって 地に 下る、 それ だに 

よって、 このたびの 試合 はよ ほどの 難場 じ や、 用心せ 

ん ければ ならん。 が、 しかし、 結局 は 雨と なって 地に 

下る、 つまり 目的 を 遂げて お前 様の 勝ちとなる、 まず 

めでたい」 

えききょう 

それから 老人 は 易経 を 二三 枚 ひっくり返して、 

「めでたいに はめで たいが、 また 一 つの 難儀が あるで、 

しよ-つじ 

よい か、 よく 聞いて おきなされ。 象 辞に こういう 文句 



…：- J 

これ を 聞いて 門弟の 安藤が ムキ になって 怒り 出し ま 

した。 

「たわけた こと を 申すな、 二本棒と は 何 じ や、 先生に 

はま だ 奥様 も 細君 もない の だ。 若 先生、 こんな イカ サ 

マ 売卜 を 聞いて いる は 暇つ ぶし、 さあ 頂上に 一走り 致 

しましょう」 

これに 応じて、 若干の 茶代と 見料と を 置いて 一行 

はこの 茶屋 を 立ち去ります。 

あとで 宇津木 文 之丞は 静かに この 茶屋 を 出ました。 

これから 頂上まで は 僅かの 道のりで、 二人の 行く 前 



後 に 諸国 の 武芸者が 肩臂を 怒ら して 続々 と 登って 参り 

ま ^9 

十二 

ちなみ 

東国の 中で も武 蔵の 国 は 武道に 因 の 多い 国柄で あ 

リ ま 

武蔵 という 国号から が、 そもそも 武張った 歴史 を 

やまと たけるの みこと おさ 

持った もので、 日本 武 尊が 秩 父の 山に 武具 を 蔵め た 

のが その 起源と 古くより 伝えられて いますが、 御岳山 

の 人に 言わせる と、 それ は秩 父で はない、 この 御岳山 



しかし、 この 勝負 は 実に 厄介なる 勝負です。 かの 「音 

無しの 構え」、 こうして 相 青 眼 をと つてい るう ちに 出 

れば、 必ず 打 たれます。 向う は 決して 出て 来ない。 向 

う を 引き出す に はこ つちで 業 をし なければ ならん の だ 

から、 音 無しの 構えに 久しく 立 つ 者 は 大抵 は 焦れて き 

ま ^9 

こんな 立 合に、 審判 をつ とめる 了 $ 斎 老人 もまた、 

なかなかの 骨折りであります。 

すきま 

一心 斎 老人 は 隙間な く 二人の 位 を 見て いるが、 どち 

らか らも 仕 かけない、 これから 先 どのくらい 長く 睨み 

合いが 続く か 知れた もので ない、 これ は 両方 を 散らさ 



変って おりました。 文之丞 はと 見る と、 これ も 人 を 殺 

し 兼ね まじき 険し さに 変って いるので、 一心 斎 は 急い 

で 列席の 逸見 利 恭の方 を 見返ります。 

逸見 利恭は 鉄扇 を 砕く るば かりに 握って、 これ も 眼 

中に 穏 かならぬ 色 を湛 えて、 この 勝負 を 見張って いた 

が、 「分けよう」 という 一 心 斎が 眼の 中の 相談 を、 なぜ 

か 軽く 左右に 首 を 振って 肯 いません。 了 $ 斎 は 気が 

気で ない、 彼が 老巧な 眼識 を 以て 見れば、 これ は 尋常 

の 立 合 を 通り越して、 もはや 果し 合いの 域に 達して お 

ります。 社殿の 前の 大 杉が 二つに 裂けて 両人の 間に 落 

つるか、 行司 役が 身 を 以て 分け入る かしなければ、 こ 



と 宣告し ました。 

分けに して は 宇津木 文 之丞が 自席へ 走り込ん だのが 

おもて あら 

わからない、 一 同の 面 にや や 不服の 色が 顕われました。 

きつ そそ 

机 竜 之 助の 白く 光る 眼 は屹と 一 心 斎の 面に 注ぎ まし 

て、 

「御 審判、 ただいまの 勝負 は 分けと 申さる るか」 

片手に はかの 木刀 を 提げた なりで 鋭い 詰問。 一 心 斎 

は^ I がず 

「いかにも 分け、 勝負な し」 

竜 之 助 はジリ ジリと 一 心 斎の 方に 詰めよ せて、 

「さらば 当の 相手 を これへ 出し 候え」 



眼の 見損いと は 身知らずの たわごと」 

すき 

分ける、 突く、 打つ、 その 三つの 間に 一筋の 隙 もな 

いようで あるが、 分けて 考えれば 三つになる。 

竜 之 助 も 口 を 結んで 老人の 面 を 見て いたが、 

「しからば 再勝 負 を 所望す る」 

「奉納の 試合に 意趣 は 禁物」 

一 心 斎が 取合わぬ の を 竜 之 助 は 固く 執って 屈せず、 

「未練が ましき 勝負 はかえ つて 神への 非礼、 ぜひに 再 

試合 所望」 

明快な 勝負 をつ けねば 決して この 場 を 去らず と いう 

さ 

憎々 しい 剛情 を 張って いるが、 了 $ 斎 もまた 肯 かぬ 気 



弟の 浅から ぬ 縁が あるので す。 

そもそも 一刀 流の 本源 をたず ぬれば、 その 開祖 は 伊 

豆の 人、 伊藤 一 刀 斎景久 で、 その 办鉢を 受けた のが 

みこがみ てんぜん ただあき 

神 子 上 典 膳忠明 (小 野 治 郎左衛 門) です。 この 人、 

やぎゅう 

柳 生と 相 並んで、 徳川 将軍の 師範 をつ とめた ほどの 名 

人で、 その子 小 野 治郎左 衛門忠 常が 小 野 派 一 刀 流、 伊 

藤 典膳忠 也が 忠也派 一 刀 流 を 打 出し、 ことに 忠 也が 父 

忠 明より 開祖 一 刀 斎の 姓と 瓶 割 刀と を 許される。 それ 

を嗣 いだの が忠明 以来の 高弟 亀 井 平 右衛門 忠 雄で 、 y J 

れ がまた 伊藤 を 名乗る。 忠 雄の 次が 新たに 溝 口 派の 名 

を 残した 人、 溝 口 五左衛門 正 勝と いう ものであります。 



を 圧して 来ます。 

御祈禱 鳥が また ホ— ホ— と 鳴く。 

ほと とギ J す 

「不如帰で はない かしら」 

お浜 はわ ざと 身 を 横にして 杉の 木立 を 仰ぎます。 

「竜 之 助 様、 なんとか おっしゃって 下さい」 

竜 之 助 はま だなん とも 言いません。 

「あなた は 刀に お強いよ うに、 女に もお 強い か」 

お浜の 髪の毛が 竜 之 助の 首の あたりに ほ つれる。 竜 

之 助 は 無言。 

さわ- P 

夜 はいよ いよ 静かで 七 代の 滝の 音の み 爽 かに 響き 

渡ります。 



したので」 

^T^J/V か お 

小僧 は 怪訝な 面 をして、 七兵衛 とお 松の 面 を 等分に 

見比べて おります と、 帳場に いた 番頭が 口を出して、 

しんせき 

「手前 どもの 親戚の 娘 子 をお 連れ 下さいました とな」 

「はい、 以前 本 町に 刀屋を 開いて おいでになった 彦三 

郎 様のお 嬢 様と 申せば、 旦那 様に も 奥様に もお わかり 

むすめ ご 

になる そうで、 このお 娘 御が それで ございます」 

七兵衛 はお 松 を 引合 わせる と、 番頭 は 変な 面 をして 

いました が、 小僧 を 呼んで、 

「長 松、 なんせ 旦那 様 はお 留守 だから 奥様に そう 申し 

上げて 来な、 青梅 在のお 百姓さん が、 本 町の 彦三郎 さ 



のよ」 

お 松 は 精-一杯 にこの こと を 主張し ます。 番頭と 小僧 

はさげ すむ ような 面 をして 一 一人 を 見て いますの を 七 兵 

衛は、 

「この 娘さん も あのよう に 申します、 奥様に 一度お 目 

にか かれば すぐお わかりに なりましょう」 

「だって、 お 内儀さん が 知らないと おっしゃる もの を 

仕方がな いじ やない か」 

とが 

小僧 は 口 を 尖らし ます。 

「伯母さんに 会えば すぐ わかる のよ、 小さい 時お 芝居 

へ 連れて行って いただい たこと も あるの だもの」 



りちぎ 

七兵衛 はお 松の 説明の あと をつ いで、 やはり 律儀な 

くちょう 

百姓の 口調で、 

「実は、 このお 娘 御と おじいさん とが 甲 州 裏 街道の 大 

菩薩 峠と 申します る ところでお 難儀 をな すつ ている と 

ころ を、 私が 通りかかって お連れ 申した わけで、 この 

お 娘さん も 頼る 方と いって は、 こちら 様ば かりだそう 

で、 いかにもお 気の毒で すから 御 一緒に やって 参り ま 

したわけ で、 どうかもう 一度、 奥様に お 取次 を 願い ま 

す」 

こくめい やっかいもの 

克明に 頭 を 下げて 頼む ので、 番頭 は 飛んだ 厄介者と 

ち 一 J 

言わぬ ばかりに 小 ai に顋を 向け、 



それでお 前さん 方が お困りの よう だから、 だしぬけに 

声をかけて みました の」 

き 

品の よい わりに 口の 利きよう が 慣れ 過ぎた 女 だと 

思って、 七兵衛 は、 

「左様で ございまし たか …… 」 

「わたし はね」 

女 はちよ いと 横の 方 を 向いて、 

「ついそ この 横町に 住んで います 者、 こんなと ころで 

申し上げて は 失礼です が、 もしなん なら そのお 娘さん 

を、 わたしが お預かり 申し上げ て も 苦し ゆ う) y ざん せ 

ぬ」 



「へえ、 そり や 御 親切に …… 」 

も .P 

七兵衛 も、 あまり 変った 救い 舟が 靄の 中から 不意に 

いさ さ 

飛び出して 乗せて 上げよう というの だから 聊か 

めんくら 

面 喰って、 

「御 親切 は 有難う 存じます が、 見ず知らずの あなた 様 

にお 鎚り 申して は 何が何でも あまり ぞんざ い で ござ い 

ますから」 

「いいえ、 ぞんざい というの はわた しの 言う ことよ。 

世間 は 妙な もので、 お前さんの さっきお 言いな さる 通 

かどぐち 

り、 親類 呼ばわり をして 来た もの を 門口から 追い返す 

ヽ, んねん 

もの も あれば、 赤の他人 でもず いぶん 因縁ず くで 力に 



わし うつち や 

「俺 は 子供の 時分、 なんでも この 街道へ 打 棄られ たの 

おおせん： tJ 、/ 

を大 先生が 拾って 下す つたと な あ。 俺の 親と いうの は 

また 

どんな 人 だんべ え、 俺 だ つ てまん ざら 木の 股 や 岩の 間 

から 生れた じゃある めえ から、 親と いう ものが あった 

たいがい ちゃん か あ 

に は 違えね え、 大概の 人に 父と いう ものと おつ 母と 

いう ものが ある だ あが、 俺に は ホン トウの 父と おつ 母 

が 無え、 だから 俺 あ 人にば かにされ る、 なに、 ばかに 

された つて かま やしね え や、 大 先生が 大事に して くれ 

るから 不自由 はねえ けれども、 それでも 一 べん ホン ト 

ゥの 父と いう ものと お つ 母と いう ものに 会いて えな I 

I 海 蔵 寺の 方丈 様の おっしゃ るに は、 地蔵 K という も 



の は 親な し 子 を 大事に して 下さる 仏様 だとよ、 地獄へ 

行っても 地蔵 様が 我 を 頼めと おっしゃ つ て 子供 を 助け 

て 下さる くらいだ から、 地蔵 様 を 信心して いれば 自然 

と 親た ちに もめぐ り 会える だからと、 方丈 様が そう 

みちばた 

おっしゃる もの だから、 俺 あ 地蔵 様 を 信心して、 道 傍 

に 石の 地蔵 様が 倒れて ござら つ しゃれば 起して 通る、 

花が あれば 花、 水が あれば 水 を 上げて 信心す る だ … … 

昨日 も 四 谷の 道具屋に、 このお 地蔵 様の 木像が あった 

から、 いくら だと 聞く と 一 貫 二百で 売る というから、 

こづけ え 

小 遣 を ぶちまけて 買つ て 来た —— これ を 持って 帰って 

家で 毎日 B 心 をす る」 



ま ^9 

「馬鹿 だ、 こいつ は」 

「叩きな ぐ つ ちまえ」 

悪者と 見える の は、 やはり この辺 を 飛び 廻る 下級の 

なが わきざし ご ま はえ おいはぎ かせ 

長 脇差、 胡麻の 蠅 もやれば 追剝も 稼ごうと いう 程度の 

連中で、 今、 中に 取 捲いて 脅して いるの は、 これ は 十 

さむらい お ぼ ふうさい 

二三になる 侍 の 子と 覚 しき 風采で、 道の まん 中に 坐 

リ 込んだ まま、 刀の 柄に 手 を かけて 寄らば 斬らん と 身 

構えて はいるが、 見たところ 疲れき つて 痛々 しいば か 

りです。 

「ああ わかった、 お前た ち はなんだ な、 この 子 を捉め 



少年 は 心から 有難そう に、 すすめられる ままに 馬上 

また 

に 跨がります。 

与 八 はお 地蔵 様 をお ぶった まま、 手綱 を 取り上げて 

馬 を 引き だす。 その 恰好のお かし さ。 それでも 当人 は 

い つ こう 平気で、 

「お前 様 はお 侍 様の 子供の よう だが、 青梅 は どこまで 

) J ざら つ しゃる かね」 

もや ひば リ 

朝の 靄が すっかり 晴れて、 雲雀 は 高く 舞い、 林から 

畑、 畑から 遠く 農家の 屋根、 それから 木々 の 絶え間に 

は、 試合の あった 御岳山 あたりの 山々 が、 いま 眠り か 

ら 醒めた ように 遥々 として 見え 渡ります。 



「机 竜 之 助 を」 

「机 竜 之 助 様 を？」 

与 八が 振 向いた 時、 馬上の 兵馬 は 御岳山の 方 を 見や 

めもと しずく 

る 眼 許より I 卞が頰 を 伝うて 流れる の を 見かけます。 

二十 

みせさき 

七兵衛 とお 松と を 店頭から 追い払った その 晚 のこと 

です。 

主人 は 商用で 上方へ 行った という にもかかわらず、 

山 岡屋の 女房のお 滝 は、 ニヤけ た 若い 男 を 傍に 置いて、 



フス 5i!」 

「まず 御免な せえ まし」 

あぐら ずきん 

そこへ 入り込んで、 どっかと 胡 坐 を かいて 黒い 頭巾 

■ つ ら じゅく 

を 投げ出し たの は、 なるほど 裏 宿の 七兵衛 であり ま 

した。 

七 兵衛は 懐ろ へ 手 を 入れて、 短刀 を 出して、 刃先 を 

前に 向けて ブッリ と 畳へ 突き通します。 

「お、 お金が お 入用なら いくらでも 差 上げます から I 

I ど ぅぞ ど ぅぞ 命ば かリは 」 

「お 内儀さん、 お前さん はよ く 金々 と 言いな さる、 さ 

き ほど も 大枚のお 金 を わつ しに 下す つたが、 その 時 も 



のようにして お育て 申します、 どうか それにて 御 勘弁 

を。 はい、 小僧め がいい かげんな こと を 申します ので 

つ いどう も 飛んだ 失礼 を 申しました …… 」 

よま いごと 

「遅い やい 遅い やい、 いまさら 夜 迷 言 をぬ かすな、 あ 

の 子 は あとあとの 苦情の ねえよう に、 ようく 念 を 押し 

もれ わ、 - 

て おれが 貰え 受けたん だ、 お前た ちに 縁 も ゆかり もね 

え」 

「それで は 養育 料と しまして」 

「馬鹿め、 縁 も ゆかり もね えものに 養育 料が 要る か」 

「 ど ぅぞ 命ば かり はお 助け 」 

「命まで 取ろうと は 言わね え」 



さ つ き ほう 

さん、 先刻 わつ しがお 松と 一緒に 抛り 出された お 店の 

先へ 明日の 朝まで 辛抱して 立って いても らうんだ。 い 

あけがた 

いかえ、 暁 方に なったら 人 も 通る だろう、 そうなる と 

いいお 内儀さん が 素 裸 で 立って いるの を 見過ごし も 

さび 

できめ えから、 何とかして 上げる だろう、 お 淋しく も 

あろうが 暫 しの 辛抱 だ、 幸い ここに 二 歳が いる、 こい 

とぎ 

つ をお 伽に …… 」 

「お助け 下さい —— 」 

ごうきゅう 

一 一人 は 声 を 合せて 号泣 する その あと はお 滝が 

も だ ， J ろ 

ひい ひいと 悶え 転ぶ 音。 



「七 兵衛、 お前 は 昨夜 どこへ 行った」 

嚙 みつくよ うに 怒鳴る の を 七 兵衛は 抜からず、 

「旦那 様から お金 をいた だいた から、 欲しい と 思って 

いた 網と ゥケ (魚 を 捕る 道具) を 買いに 八 王子まで 行つ 

て 来ました」 

「八 王子へ？」 

しろくろ 

主人が 眼 を 白黒した の も 道理で、 八 王子まで は 六 里 

からあります。 昨夜い つ ごろ 金 を 盗んだ かわからない 

が、 それから 往復 十二 里の 道 を 子供の くせに 平気で 歩 

きも ねうち 

いて 来たと 聞いた だけで、 胆を つぶす 価値が 充分 ある 

のです。 



リ ようけん 

「お前 は 了見 の 悪い 女 じ や」 

「はい、 もとより 悪い 女で ござんす、 悪い 女 なれば こ 

そこうして みじめな …… 」 

「身 を 誤った はお 前ば かりで はない、 この 机 竜 之 助 も 

しょせん あきら 

お前の ために 身 を 誤った、 所詮、 悪縁と 諦めが つかぬ 

もの か」 

「悪縁 …… もう 疾 うの 昔に 悪縁と は 諦めて おります 

、、ゝ - 

力」 

「さあ、 悪縁と 思えば 辛抱の 仕様 も ある、 わし もお 前 

いやみ 

から さんざんの 嫌味 を 並べられ、 人で ないよう にこき 

下ろされても、 悪縁と 思えば こそ 何も 言 わ ぬ 」 



「悪縁なら 悪縁の ように 少し は 浮いた 花やかな 暮 しも 

あろう もの を、 お前 様と 添うて 四 年越し、 つい ぞホッ 

とした 息 を つ いた ことがない」 

お浜 はつん と 横 を 向いて、 

「ああ、 文之丞 殿と 添うて いたら」 

この 一 語 は 竜 之 助の 堪忍の 緒 を ふっと 切った ようで 

「浜、 そういう ことが 今更 わしの 前で 言 える か」 

^ る 

竜 之 助の 唇が ピリ リと 顫えます。 

「はい、 どこでも 申します、 今と なって わたし は 文 之 

丞が 恋しい」 



ほおぼね せきりよ うこつ 

黒い、 頰 骨が やや 高くて、 口 は 結んで、 脊梁 骨が しゃ 

んと 聳え、 腰 は どっしりと 落着いて、 じっと 眼 をつ ぶつ 

じょう い 

て、 さながら 定に 入った ように 見える 人物。 左右に 

じ. 4 ラ 

並んだ 弟子た ちが 十 余人、 いま 場の 真中で 行われつ 

つ ある 稽古ぶ リを 見て いる 熱心 さ。 

竜 之 助 はこの 緊張した 道場 内の 空気、 先生の 態度、 

こと 

弟子の 作法 を 見て、 おのずから 他の 町道場と 選 を 異に 

する もの ある を 知って、 はて この 道場の 主 は 何者で あ 

ろう、 どれほどの 手腕が ある 人で あろうと 再び 主 座の 

方 を 見る と、 その 人物が ちらりと 自分の 方、 武者 窓の 

あたりに 眼 をつ けたと 見えた 時、 竜 之 助 はなん となく 



かった。 盛り返した 大兵 は 呼吸 を はかって 突き を 入れ 

る、 一 歩 進んで それ を はずした 少年 は、 またしても か 

いくぐ つて 胴、 これ は 届いた けれども 浅かった。 

とにもかくにも 二 本まで 腹へ 触られて 大兵の 男 は 

いらだ めん こ て 

苛 つて、 面、 籠手、 腹の きらいな く 盛んな 気合で 畳み 

すきま 

かけ 畳み かけ、 透 間もなく 攻め立てる。 竜 之 助 は 大兵 

しょう-し 

の 男の 荒つ ぼい 剣術ぶ リを 笑止が つて 見て いるう ちに、 

あ. P しゆ^ん 

少年 は 右へ 左へ 前へ 後ろへ、 ほどよく 綾な す 手練と 身 

すき 

の 軽 さ。 そのうちに なんと 隙 を 見出した か、 

「突き！」 

さわ 

細い、 爽やかな 少年の 声 は 道場の 板の間 を 矢の 如く 



走る と 見れば 憐れむべし、 大兵の 男 は 板の間 も 砕く る 

しりもち とばえ 

響き を 立てて そこに 尻餅 をつ いて、 鳥 羽 絵に あるよう 

な 恰好 をして 見せた ので、 並み居る 連中 は 吹き出し そ 

うなの を、 主 座の 方に 気兼ね をして やっとの 我慢です。 

机 竜 之 助 は 久しぶりで 心地よ い 見物 をした と、 その 

瞬間に は 今朝よりの 不愉快な こと もす つか リ 忘れ去つ 

てなみ あざ や 

て、 少年の 手 並の 鮮 かなのに 感心 をす ると 共に、 自分 

うで ぼつねん 

はいかに、 我が 手腕の 程 はいかに という 自負心が 勃然 

きた 

として 頭 を 上げ 来った のです。 

思えば 四 年 以前、 御岳山 上 で 試合 をした" J と の 以来、 

試合ら しい 試合 をした ことがない、 日蔭 者の 身で 



とする 時、 

こ て 

一 耆 寻 ！ ^ 

竹刀の 動く 瞬間に、 竜 之 助の 竹刀 は 兵馬の 籠手 を 

打った のです。 

「籠手、 よろし」 

うなず 

島 田 虎之助 は 頷 きました。 

しさ 

宇津木 兵馬 はっと 飛び退って、 また 中段に 構え 直し 

ました。 

竹刀の 先わず かに 動いた のみで 兵馬の 籠手 を 取った 

竜 之 助 は、 更に 飛び込んで 来る かと 思う とそうで はな 

く、 前の 通りの 音 無しの 構えで じっと 動かず。 



はずかし どんぶつ 

なる 辱 めに 会って から、 さすがの 鈍物 も 藩の 道場に 

姿 を 見せ なくなった。 それより 門を杜 じて、 天井より 

まり 

糸で 毬を つるし、 それ を 突く こと 三年 間、 ついに 天下 

無敵の 突きの 一手 を 発明して しまった。 再び 道場に 現 

われた 時 は 藩 中 はおろ か、 天下 その 突きの 前に 立ち 得 

おた にしもう さの かみ 

る ものがない。 (島 田 虎之助に、 男 谷 下 総 守、 それに こ 

の 大石進 を 加えて 当時 天下の 三 剣客と いう。) 

島 田 先生から この 話 を 聞いた 兵馬 は、 同じ 方法と 同 

じ 熱心 を 以て 突きの 手 を 工夫し、 今や 同じような 成功 

を 見る に 至った わけです。 



中へ 入りました。 

「さあ どうぞ、 お上り あそばして」 

兵馬が 中へ 一 足入れる と、 障子のと ころに 立って い 

たの はい ま 二階から ちらと 見合った 少女、 見れば 髪 も 

容も 眼の 醒める ような 御 守 殿 風に 作って おりました。 

雨 は なかなか 歇 みそう もな く、 風 も 少しずつ 加わつ 

てく るよう です。 再三 辞す る もき かず 一室に 招ぜら 

れた 兵馬 は、 そこに 坐って 手 持 無沙汰に 待って いなが 

け は 、- 

ら、 つらつら この 家の 有様 を 見る と、 別に 男の 気配 も 

見えない し、 茶道具と か 花と か 風流が かった ものの み 

並べ てあります が、 しばらく すると 絹 ずれの 音が さや 



嫌が 直リ ませぬ 時 は …… 」 

お 松が 心配そう に 言う の を 切 髪の 婦人 は 笑って 打消 

し、 

「なにも 殿様が、 きっと 手荒い こと をな さると きまつ 

まう ま 、- 

たわけで はなし、 また 朋輩 もた くさん ある こと だから 

…… 朋輩と いえば お 松 や、 殿様 や 家来 方の 御機嫌より 

も 朋輩 同士の 仲が 小面 倒な のよ、 よく 気をつけな いと 

嫉 まれたり 憎まれたり —— 」 

「わたし は それ も 心配で ございます」 

「お 殿様に もお 気に入り、 朋輩 衆に も嫉 まれず、 それ 

が 女の 腕と いう もの。 まあ 初陣と 思うて 乗り込んで ご 



二十 七 

それから 一 力 月ば かり 後の ことで、 もう 秋の 夜長の 

さ び し さが う つ すら 身に 沁みる 頃、 伝馬 町の 神 尾の 邸 

の 湯殿に 火 を 焚いて いる 大男が あります。 それ は 水車 

ひとりごと 

番の与 八でした。 例の 独 言 を 聞いて いると、 与 八が 

どうして この 邸へ 来た かが わかります。 

おおせ，， "せい おら 

「大 先生が おなくなり なすって 俺 はつ まら なくなった 

から、 お 江戸へ でも 出て みたら と 当家 様へ 御 奉公に 

上った わけ だが、 やっぱり 水車小屋 にいた 方が 俺が 

しょ ラ 

性に 合って る、 あれほど 親類の 衆 も 言って 下す つた 



だから 水車 番をして いればよ かった に、 俺 モウ いちど 

水車小屋へ 帰る ベえ か …… 」 

与 八 は 今の 境遇よりも 水車小屋の 昔が 懐かしい と 見 

えて、 

きね 

「あの ガ タン ピ シンと いう 杵の音 や、 ュ ッ クリュ ック 

まん リ. *.J 

リ 廻る 万力 や、 前の 川 を どん どと 威勢よ く 流れる 水の 

音なん ぞが、 なんぼう 好い 心 持 だか。 お 地蔵 様 も 小屋 

の 中へ 押 立て 申して、 あとの 人に よく 信心のう する よ 

びんぼう やま 

うに 頼んで おいた が、 御岳 様 や 貧乏 山なん ぞも 紅くな 

り はじめた こと だんべ え。 俺が 水車に いると、 よく 前 

の 川へ 鹿の 野郎が 水飲みに 来たつ け。 モー べん 水車 小 



屋へ 帰る ベえ か。 帰った ところで 大 先生が いねえ こと 

にや つまらね えな」 

与 八の 独 言 はこ こで 一 段落に なって、 あとが しばら 

くひ つ そりと ぷしぷ しと 火の 燃える 音の みが 聞え 

ま ^9 

おりから、 本邸の 方で どっと 人の 笑う 声、 それ も 一 

人 二人で はなく、 男の 声に 金 を 切る ような 女の 声が 

まじ 

交って 騒がしい。 

ばけもの やしき 

「ああ また 始まった、 ここのお 邸 はまる で 化物 屋敷 だ」 

与 八 は 苦り切って いると、 引続いて キヤ ツキ ャッと 

ひっくり返る ような 女の 笑い声。 



侍 どもと 女中た ち は 夜会の 席の ような 具合に 一 人ず 

せき ゎリ 

つ 席 割 をして 円く 組み合い ましたが、 女中 ども はこん 

な ことに 慣れき つ ている と 見えて 恥 かしがり もせず。 

みども 

「ああつ まらん、 身共ば かり は 独り者」 

よしむら 

投げ出す ように 言 い 出した の は、 芳村 という 若い 侍。 

しょ-つし 

「おお これ は、 芳村 氏が 男 やもめ、 笑止」 

すべての 人が 奇数であった ために 男 やもめが ひとり 

ひざ 

出来て しまったの を、 主人 は 膝 を 打って、 

「みどりが 見えぬ、 みどり を 呼べ」 

みどりと は、 三日 前に この 屋敷へ 見習 奉公に 来たお 

松の ことです。 



たかって 無残に も みどりの 帯 を 解いて、 あちらに 投げ 

出す。 

みどり は 身 も 世に あられぬ あさまし さ を 感じて 

ポ— ッ としてい ると、 

春の 夜の …… 

「ありました」 

花 野 は 高 萩の 前に あつたの を 横の 方に ボンと 飛ばし、 

あ .15 一 

「みどり さんの 仇 を 討ちました」 

夕され ば …… 

「しめた！」 

最初に やられた 太 田が 飛び出し たの は、 運悪く また 



「はて 誰 だんべ え、 あんなと ころに 人の いる はずが ね 

え」 

与 八 はつる べ緦へ 掛けた 手 を 休めて 見て いると、 そ 

の 人の 影 は 泉水の 池の ほとりから 奥 殿の 廊下の 方へ と 

どろぼう 

進んで 行きます。 泥棒 だ、 泥棒に 違えね え、 

「泥棒！」 

あ、 P 

与 八が 大きな 声で 叫ぶ と、 その 声 は 外なる 怪しの 男 

け ひら 

よりも、 家の 中の 大 一座 を 驚かして、 障子 を 蹴 開いて 

廊下へ 走り出で ます。 

二十 八 



くれむ 

寛 永 寺の 暮六ッ が 鳴る と、 最後に 出かけた 一 人が 立 

帚って、 

「隊長、 首尾 は 上々 じ や」 

「それ は 大儀」 

せリざ わか も 

隊長と 呼ばれた の は 水 戸の 人、 芹 沢 鴨。 

「杉 山 左 京が 邸 を 乗り出した 駕籠が 二 挺、 その後ろ 

のが まさしく 清 川 八郎」 

「確と？」 

「相違ない、 拙者 は 武兵衛 にあと を 頼んで おいた、 急 

ぎ 用意 あつ て 然るべ し」 

「、ひ sf- たり」 



でい しゅうおう やり かいだい 

高 橋 伊勢 守 は 後の 泥 舟 翁、 槍 を 取つ て は 当時 海内 

ずい いちにん 

の 随一 人。 

その 頃、 丸の 内の 杉 山 左 京と いう 旗本の 邸に、 月 二 

よち やま 

三回ぐ らいず つ 毛色の 変った 人々 が 集まって、 四方 山 

の 話 をす る 会が あった。 集まる 人 は 高 橋 伊勢 守、 山 岡 

あ. つ み 

鉄 太郎、 石 坂 周 造、 安積 五郎、 清 川 八郎、 金子 与 三郎、 

それに 島 田 虎之助の 面々 で、 幕臣 も あれば 勤王家 も あ 

る、 大した 人数ではなかった けれど、 この 会合 は新徴 

組から ヒ ドクめ ざされ ていました。 ことに 清 川 八郎こ 

きっかい 

そ 奇怪 なれ、 彼 はいった ん新徴 組の 幹部と なった 身で 



「しま つた！」 

思わず 叫び 出で たの は 土方 歳 三です。 

藪 を 突いて 蛇で はなく、 駕籠 を 突いて 虎 を 出して し 

まった。 

これより 先、 清 川八郎 は、 丸の 内の 杉 山 邸 を 出づる 

時、 取 違えて 島 田の 駕籠に 乗って 出て しまったので、 

島 田 は 清 川の 駕籠で 帰る ことにな つたので す。 

至極の 達人に は、 おのずから 神に 通ず ると ころの も 

のが ある。 この 途中、 島 田 虎之助 はフト 怪しい 気&に 

打 たれた ので、 もとより 新徴 組が かく 精鋭 を尽 して 来 

ようと は 思わなかった が、 心得 ある 乗り 方で 乗物の 背 



後に ヒタと 背 をつ けて 前 を 貫く 刀に 備え、 待てと 土方 

の 声が かかった 時分に は、 既に 刀の 下緒 は 櫸に綾 どら 

めくぎ しめ く-つ 

れ、 愛 刀 志 津三郎 の 目釘 は 湿されて いた。 空 を 突かし 

た 刀の 下から 同時に サ ッと& 合の 一太 刀で、 外に 振リ 

かぶって 待ち構え ていた 彼の 黒の 一 人の 足 を 切って 飛 

んで 出で たもので す。 

これ を 見て 大将の 土方 歳 三が、 しまった！ と 叫ん 

まさ しか 

だの も、 もとより 当に 然るべき ところで、 人違いの 失 

策 もあろう が、 島 田 虎之助が そのころ 一流の 剣法で 

あった， 」 と を 知らな い はず はな い。 

しかしながら 新徴 組に 集まる ほどの 者で、 名 を 聞い 



いっせん 

一 閃、 

「うむん —— 」 

つば もと かなた 

井上 真改の 一 刀 は 鍔 元から 折れて 彼方に 飛び、 水 も 

す さ 

たまらず 島 田の 一 刀 を 肩先に 受けて、 凄まじき 絶叫 を 

あとに 残して 雪に 斃れ る。 それと 間 髪 を 容れず 後ろ か 

ら 廻った 岡 田 弥巿の 拝み 討。 島 田 虎之助 は、 加 藤主税 

を 斬った る 刀 を そのまま 身 を 沈めて 斜 横に 後ろ へ 引い 

て 颯と 払う。 理窟 も 議論 もない、 人間 を 腹部から 上下 

ど うぎ 

に 分けた 胴切りです。 

一太 刀 を 以て 前後の 敵 を 一時に 斬る、 これ を 鬼神の 

働きと 一一 一一 n わず して 何と 言 おう、 高 橋 伊勢 守が この 時 は 



もうす つかり 島 田の 手腕に 敬服して しまって、 ここ は 

剣で はない 禅で あると、 生涯 歎称して 已 まなかつ たと 

のこと。 

机 竜 之 助 は 何 をして いる。 心お くれた か、 逃げ出し 

たか。 いやいや、 まだ さいぜんの ところに 立って いる _ 

竜 之 助が 出なければ、 残る ところ は 大将の 土方 歳 三た 

だ 一 人です。 

うわさ 

土方 歳 三 も かねて 島 田の 噂 は 聞いて いたが、 これ 

ほどの 人と は 思わなかった。 しかしこう なっても、 

きしょう す 

持って 生れた 気象 は 屈する ことなく、 透かさず 斬り 込 

ど き よ う 

んで 来た 度胸に は 島 田 虎之助 も 感心し ました。 
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れ、 起き 上ろうと した 時 は、 島 田の 膝 は 背の 上に さな 



ばんじゃく 

がら 盤石 を 置いた ようです。 



い うで だ 

る、 血気に 任せて 要らぬ 腕立て、 心 

せっしょう 

なく もこの 島 田に 殺生 させた、 ここに 枕 を 並べた 者 

ひとかど いぬじに 

共 もみな 一廉の 剣術 じ や、 む ざむ ざ 犬 死 させて 何と 

いいわけ おろかもの 

言訳が 立つ、 愚者め」 

二 生の 不覚、 一生の 不覚」 
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